
 

２０１９年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 愛媛県 宇和島市 】 

学校名【 宇和島市立和霊小学校 】 

１実践テーマ Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅳ ･ Ⅴ（複数選択可）  

２実施対象者 

 

（学年･人数） 

第５学年64名（特別支援学級児童含む） 

第６学年61名（特別支援学級児童含む） 

３展開の形式 （１） 学校における活動  

① 教科名（ 総合的な学習の時間、体育 ） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会に向けて、

オリンピック・パラリンピック教育への関心を高め、スポーツを

通して、知・徳・体の調和の取れた人材を育成する。また、スポ

ーツの価値や効果の再認識を図り、国際的な視野を持って世界の

平和に向けて貢献できる人材の育成を図る。 

５ 取組内容 (1) 事前学習（８時間） 

  ア 「オリンピック・パラリンピックについて知ろう！」（１

時間） 

   ○ 映像資料「I’mPOSSIBLE」を見ながら、オリンピック・

パラリンピックに関するクイズに取り組み、オリンピッ

ク・パラリンピックの概要を学ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 「オリンピック・パラリンピック調査隊」（２時間） 

○ 自己の課題を設定し、インターネットを活用してオリ

ンピック・パラリンピックについて調べ、新聞にまとめて

発表する。 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 「オリンピアンを知ろう！」（２時間） 

   ○ 講師で来ていただく井村久美子氏（オリンピック陸上

競技・走幅跳選手）について調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)  井村 俊雄氏による講演（１時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 井村夫妻による実技指導（２時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(4) 事後学習（２時間） 

ア 「オリンピック・パラリンピックを広めよう！」 

   ○ 自分たちが作成したオリンピック・パラリンピック新

聞を掲示して、全校のみんなに知らせる。 

イ 「オリンピック・パラリンピック学習を振り返ろう！」 

○ パラリンピアンから学んだことや感じたことを振り返

り、学習のまとめをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 主な成果 

 

(1) クイズや映像資料「I’mPOSSIBLE」を用いた事前学習によ

り、オリンピック・パラリンピックの歴史や意義、理念、競

技種目についての理解を深めることができた。 

(2)  調べ学習を通して、オリンピック・パラリンピック競技へ

の興味・関心を高め、フェアプレーやチームワークの精神を

身に付けさせることができた。 

(3) 井村夫妻による講演と実技において、一流の選手の生き方

や考え方を学ぶだけでなく、夢に向かって努力することの大

切さを学ぶことができた。 

(4) 事後学習のアンケート結果から、オリンピック・パラリン

ピックへの興味・関心や 2020 年東京大会を実際に見てみた

いという思いが高まったことが分かった。 

【アンケート結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

本校は、放課後の陸上運動練習や駅伝・マラソン練習を継続

して行っており、歩いて数分の場所に宇和島市丸山公園陸上競

技場（ガイヤスタジアム）もあるため、陸上競技のオリンピア

ンの招へいを希望した。当日は、井村俊雄氏に体育館にて講演

をしていただいた。その後、宇和島市丸山公園陸上競技場（ガ

イヤスタジアム）に移動し、走り幅跳びとハードル走の実技指

導をしていただいた。また、オリンピアンの井村久美子氏によ

る走り幅跳びとハードル走の模範試技も行っていただいた。 

８主な課題等 (1) 直接講師との打合せができず、事前に講演や実技の内容を

把握することができなかったため、講師の意向を十分に反映

させることができなかった。また、遠方より来られたため、

時間に限りがあることや日程調整も難しかった。 

(2) オリンピック・パラリンピックの競技をいろいろ体験させ

たかったが、道具や安全面、時間の関係でできなかった。 

(3) この機会に高まったオリンピック・パラリンピックに対す

る興味・関心を持続させる方法や、スポーツが苦手な児童に

対する支援の在り方を考えていく必要がある。 

９来年度以降の

実施予定 

(1) 今年度の反省を生かし、全体計画・年間指導計画を作成し、

一部の学年や学級だけで行うのではなく、学校全体で組織的・

計画的に実施する。 

(2) 児童が、オリンピック・パラリンピックについて質・量と

もに十分に学習するための時間を確保する。そのために、教

育課程内外を問わず、現在実施している各教科、行事等の中

に位置付ける。 

(3) 学習の効果を高めるために、映像教材や体験活動、ウェブ

サイトなどを十分に活用する。 

(4) 保護者や地域住民の参加を促す取組や、学校と家庭とが連

携する学習方法などを積極的に取り入れる。 

 


